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 Mitaka を活用した教員免許更新講習 

～岡山理科大学での 7 年間の実施報告～ 

福田 尚也（岡山理科大学） 
 

1. はじめに 

 平成 21 年度（2009 年）より教員免許更新

制が始まった。岡山理科大学では、数学と理

科、工学の中学校・高等学校の教員を主に対

象として、教員免許状更新講習を行っている。

私は初年度より理科の講習の一部を担当する

ことになった。その講習にて、実習を伴う

Mitaka を活用した天文教育の講習を 7 年間

続けて行ってきた。その講習の概要について

報告する。 
 
2. 概要 

 岡山理科大学は、大学名からわかるように

理学部や工学部を中心とした理系大学である。

教育学部以外から、数学と理科の教員を多く

輩出していることで知られている。大学ラン

キング 2017 年版[1]によると中学教員採用の

順位は全国で 16 位である。このように教員

の採用実績が高いことから、岡山理科大学で

も教員免許更新講習を初年度から企画し、実

施することとなった。講習内容は初年度から

大幅な変更はなく、表の通りである。 

表 1 講習内容（2016 年度予定）[2] 

 概要 
必修領域 教育の最新事情 

選択必修 
学習指導要領の動向等及び

様々な問題に対する組織的対

応の必要性 

選択領域 

(1) 教師のための理科 
(2) 教師のための数学 
(3) 教師のための先端科学技

術体験 
(4) 屋久島の自然観察実習 

 講習の選択領域として「教師のための理科」

や「教師のための数学」といった講座があり、

中学校・高等学校の理科及び数学の教員向け

に講習が行われてきた。私は選択領域の「教

師のための理科」の講座の一部を担当してき

た。講座は、実施年度によって担当教員と内

容の入れ替わりはあるものの、物理・化学・

生物・地学・理科教育の各分野をカバーでき

るよう複数の担当者で実施されている。 
 
3. 担当講習とその内容 

 私は大学では情報教育も担当していたこと

から「天文学と情報」といった内容で担当講

習を構成することとした。講習は講義と実習

を組み合わせて、合計 3 時間の講習とした。

次に具体的な講習の内容について紹介する。 
 
3.1 太陽系について 

 中学や高校の理科教育で重視されている太

陽系に関して紹介を行っている。2006 年 8
月に冥王星が惑星から準惑星に降格されたこ

と、その後の他の準惑星の動向など、今後の

教科書に影響がある話題を取り上げている。 
 

3.2 Mitaka の紹介と実習 

 Mitaka とは国立天文台 4 次元デジタル宇

宙プロジェクトで開発された宇宙の構造をス

クリーン上で再現できるソフトウェアである

[3]。地球から宇宙の大規模構造までを自由に

操作してみることができる。 
 講習では、Mitaka の基本的な機能を紹介

した後に、情報処理センターの実習室を活用

して、ソフトウェアの操作の実習を行ってい

る。実習を行ってみたところ、ソフトウェア
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を使ったことがある人は、例年、数名はおら

れるものの少ないことが分かった。使ったこ

とがある人も、ソフトウェアを使いこなすま

では至らず、教育の現場には活かせていない

ケースが多いことがわかった。個人的な印象

ではあるが、プラネタリウムモードから宇宙

空間モードの切り替えに関して敷居があると

感じた。講習では、実行した操作の確認のた

めに、独自にチェックシートを設け、受講者

に目標を与えて操作技術の向上を狙った。 

表 2 チェックシートの一部 

 
Mitaka で以下の操作を実行し、でき

た操作にチェックせよ。 

□ 
プラネタリウムモードで星座の名前

と星座線を表示した。 

□ 
プラネタリウムモードから宇宙空間

モードに切り替えた。 

□ 
宇宙空間モードでターゲットを太陽

に切り替えた。 

□ 
宇宙空間モードで小惑星の公転運動

を確認した。 

□ 
宇宙空間モードで銀河系における太

陽系の位置を確認した。 

□ 
宇宙空間モードで大規模構造を確認

した。 
 

3.3 天文学と情報、最近の天文学の紹介 

 観測による天文データの取得は写真乾板か

ら CCD へと変わり、そのデータもコンピュ

ータといった情報機器に蓄えられるようにな

った。天文データの公開もインターネットを

通じて積極的に行われるようになっている。

このような天文学と情報の関わりの観点から

最近の天文学について紹介を行っている。 
 
4. 講習の参加者について 

 岡山理科大学での教員免許更新講習への参

加者は基本的に岡山県の教員が中心である。

岡山理科大学を卒業された OB の教員が遠方

から母校を訪れてくれることも多い。 
 これまでに「教師のための理科」を選択し

た参加者は、年によって 14 名から 30 名とば

らつきはあるが、平均 23 名であった。その

内訳は中学教員が 50%、高校教員が 40%、そ

の他が 10%であった。小学校教員は 7 年で 2
名と極めて少なかった。受講者において、現

場の教育に実習経験を生かしていただけそう

な中学教員が多いことは、講習を担当する上

で非常に励みとなっている。高校教員のほと

んどは地学を担当されていないのだが、天文

教育普及の観点から非常に有意義であると考

えている。 
 
5. おわりに 

 2015 年度に天文教育普及研究会に入会さ

せていただき、今回の原稿を書くにあたって、

天文教育フォーラム等で天文ミニマム[4][5]
など、教員免許更新講習で何を教えるべきか

など議論があったことを知った。このような

議論を知らなかったので、のびのびと（？）

講習が行えてきたかもしれないと自負してい

る。 
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